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付け替え道路　一般国道４１８号丸山バイパス供用
（丸山トンネル～潮見）

　 一般国道４１８号丸山バイパス（丸山トンネル～潮見）約９ｋｍが３月２８日開通しました。
　 丸山バイパスは新丸山ダムの建設に伴い洪水時に湛水する現一般国道４１８号の付け替
え事業です。付け替える区間は、八百津町丸山から恵那市飯地町までの約１５ｋｍで、今回
開通した八百津町丸山から潮見までの約９ｋｍで、この区間の整備には平成８年３月から着
手していました。丸山バイパスが出来る以前の道路は、道幅もせまく急カーブ・急こう配の区
間が多くありましたが、今回の供用によって、安全性の向上及びび通過時間・距離の短縮が
図られることとなりました。また、今回の開通区間内にある「新旅足橋」は、橋脚と橋桁は通常
は固定されないのですが橋の強度アップのために固定するタイプの橋で、これをラーメン橋と
呼びますが、 このタイプの橋では橋脚の中央部の間隔が２２０ｍもあり現時点では日本一で
あり、橋脚の高さも１０１ｍと３位で国内最大級の橋で、観光名所としても、今後の地域振興の
一翼を担うものと大きく期待されます。
　 開通に先立って行われた八百津町主催による開通式典では、地元選出の国会議員をはじ
め、県議会・町議会議員、関係行政機関及び地元の皆さんなど約３００名が出席して行われま
した。
　 続く開通イベントでは、地元７組
の三代夫婦による新旅足橋の渡り
初めと、地元住民を含めたウォーキ
ング参加者が、開通直前の新しい
道路を自らの足で歩き、新しい道路
の感触を楽しみ完成を喜びました。
なかでも潮見小学校高学年の皆さ
んは一輪車に乗車して、水面からの
高さが２００ｍにもなる橋の上で、お
そるおそるながらも楽しんで開通に
花を添えました。
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